
▲写真左側から坂本舞子さん、高橋律子さん、伊藤伊津子さん、稲川栄治さん

▲新入社員を代表して決意を述べる木村さん

▲防火広報に出動する町消防団員

MISATO TOPICS 町 話題の美郷町商工会・
美郷町企業連携協議会
合同入社式　新社会人としての決意新たに

ご長寿おめでとうございます

　春の火災予防運動が４月３日から４月９日までの７日間行われました。運動の一
環として、町消防団員が町内にチラシを配布しながら、火の取り扱いの注意と５月
31日までに設置が義務化となる住宅用火災警報器の必要性を呼びかけました。
　町では住宅用火災警報器の購入費に補助金を交付しています。補助金の申請期限
は、設置が義務化となる５月31日までとなっていますので、お早めの対応をお願い
します。※住宅用火災警報器購入費補助金については23ページをご覧ください。

春の火災予防運動が行われました
住宅用火災警報器の設置は５月31日まで！

　４月17日に美郷町南体育館で第22回全県素人うたとおど
りの美郷フェスティバル2011（同実行委員会主催）が開催
されました。今年の大会は、３月11日に発生した東日本大
震災の被災地への支援を目的に開催され、収益金の一部と会
場で集められた募金を日本赤十字社を通じて寄付しました。
　大会には県内外から参加し予選を勝ち抜いた総勢51組が
出場。カラオケ、新舞踊、民謡の３部門で自慢の「うたとお
どり」が披露され、民謡の部に出場した嵯我郁子さん（秋田
市）が初の最優秀賞を受賞しました。町内の入賞者は次のと
おりです。
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行政協力員会議であいさつを述べる松田町長

美郷町公民館で行われた開票作業 町内21カ所の投票所で投票が行われた
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当日有権者数

●有効投票数　13,171票
●不受理　　　　　  0票

●無効投票数　　　83票
●持ち帰り　　　　  0票

計 男 女

投票者数
投票率

18,431人
13,254人
71.91％

8,552人
6,201人
72.51％

9,879人
7,053人
71.39％

■美郷町の開票結果

【カラオケの部】　ＡＫＴ賞　　　坂本　舞子さん
【新舞踊の部】　第 ２ 位　　　高橋　律子さん
　　　　　　　　審査員特別賞　伊藤伊津子さん
【民 謡 の 部】　ＡＫＴ賞　　　稲川　栄治さん

渡部タミノさん、若畑勝司さんが満100歳に
　３月25日に渡部タミノさんが満100歳の誕生日を迎えられました。この日、渡部
さんのもとを訪れた松田町長は、渡部さんに長寿祝い金を手渡し「これからもお体
に気をつけてお元気でいてください」とお祝いの言葉を述べました。旧雄物川町生
まれの渡部さんは、長男を育てた後、美郷町上深井で両親と妹と暮らし、平成５年
から町内の特別養護老人ホームに入所しています。100歳を迎えた現在も、施設の
イベントに参加するなど、入所者の皆さんと楽しく過ごされています。
　また、４月20日には若畑勝司さん（黒沢）が満100歳の誕生日を迎えられ、松田
町長から若畑さんに長寿祝い金が贈呈されました。妻のリエさんとともに、主に農
業を営みながら４人の子どもを育てあげた若畑さん。「まだ70歳、80歳ぐらいの気
持ちでいます」と語る若畑さんの言葉のとおり、農繁期には畑に出て軽作業をする
ほどお元気な様子でした。
　渡部さん、若畑さん、満100歳のお誕生日おめでとうございます。

▲松田町長から長寿祝い金を受け取る若畑さん

　３月25日に役場庁舎で美郷町商工会と美郷町企業連携協議会の合同入社式が行わ
れ、この春、町内企業に入社する新社会人７名と企業関係者のほか、来賓として松田
町長と髙橋町議会議長などが出席しました。
　式では髙𣘺　治町商工会副会長と齊藤伸英町企業連携協議会会長のあいさつに続き
新入社員の紹介が行われ、新入社員を代表して木村裕也さんが「先輩方が築いてきた
歴史と伝統に恥じぬよう、自分らしさを忘れない志を持って業務に励んでまいりま
す」と新社会人としての決意を述べました。また、式に引き続き、松田町長と九嶋敏
明北都銀行執行役員が、社会人としての心構えなどについて講演を行いました。
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